
TOPICS ［ペガサスグループのトピックス情報］

いつでもご連絡いただければ、ペガサスグループの施設見学
などへご案内します。どうぞお気軽にお問い合わせください。

※障がい者手帳をお持ちの方。正職員への雇用変更もあり
業務は、Ａ）書類の印刷、製本　Ｂ）洗濯　Ｃ）清掃　
Ｄ）データ入力　Ｅ）資料作成等。

正職員採用
私たちと一緒に働きましょう。
介護職員募集中!

障がいをお持ちの方、一緒に働きませんか

お問い合わせ／馬場記念病院 人事課  TEL：072-265-9089

社会医療法人ペガサス公式 Facebookページ
https://www.facebook.com/s.m.c.pegasus

随時受付
しています

場所：馬場記念病院 総合案内横
時間：平日９時30分～12時まで
健康のことから在宅介護まで。多様なニーズに対応する「なんでも相談」窓口を設置しています。
まずはお気軽にご相談ください。
お問い合わせ／TEL:072-265-5558 （担当　斎藤）

取り扱う紙おむつは
150種類以上。
大幅な値下げも
実施中です。

●お問い合わせ
　　  TEL：0120-062-505

ペガサスグループ
株式会社ユニコ

血圧測定などの看護技術体験や
ユニフォーム試着コーナーなど好評。

TOPICS

3 オープンキャンパスに多くの参加者

ペガサス地域包括ケアセンター
「なんでも

相談」

窓口ありま
す
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ペガサス健診センターは、最新鋭の医療機器を使用し、
適切な診断を提供しています。
一般健診・企業健診、人間ドックなど、多彩なメニューからお選びいただけます。
お問い合わせ／072-265-6006

開 催 予 定
【開催日】（予定）
10月18日（日）

【開催時間】
９時～17時

【お問い合せ】
TEL：072-265-6006
（ペガサス健診センター）

ペガサスマンモサンデー

ペガサス健診センターの
ご案内

ペガサスから地域の皆さまへ

馬場記念病院勉強会を開催しました。
会場＋WEBセミナー形式で、馬場記念病院の医師が
多様な演題で講演を行いました。

呼吸器科・部長の高村先生の「新型コロナウイルス・パンデ
ミック下の肺炎～COVID-19PCR検査施行例の症例報告
～」というタイムリーな講演があり、先生方の関心も高く全体
的に好評を頂きました。

●より魅力的な勉強会でより強い連携を
　この勉強会は、自分たちのナレッジを地域で共有するこ
とで、地域全体の医療の質の向上を目指しています。地域
医療支援室が運営し、普段は電話やFAXでのやり取りが
多い診療所の医師との「顔の見える連携」を構築し、病診
連携の強化を図ることを目的としています。
　今後も多くの医師にご参加頂き、より連携を強化したい
と考えています。各診療科の医師とも協力して興味深い演
題テーマを設定し、WEBセミナー形式も継続して魅力的な
勉強会を開催していきたいと思います。

●初めてのWEBセミナー形式を導入
　2020年9月3日に第62回馬場記念病院勉強会を開催しま
した。当初は6月の予定でしたが、新型コロナウイルス感染
予防の観点から中止しました。しかし、「地域医療のため
の連携強化の取り組みを止めるわけにはいかない」という
強い職員の思いがあり、今回初めての試みであるWEBセミ
ナー形式を取り入れ、会場参加と共に多様な参加形式を工
夫しました。会場では検温や手指消毒、ソーシャルディスタ
ンスを保った席順などついて配慮しました。

●WEB視聴だから参加できたとの声
　いつもは15名ほどの医師が勉強会に参加されています。
今回は、これまで参加したくても来院が不可能だった診療
所の医師が、「WEBで視聴できるなら」ということで初めて
ご参加頂きました。諸事情で来院できなくても参加できる
勉強会の必要性を実感したご意見でした。

　魅力的なプログラム満載のペガサス大阪南看護学校
（仮称）のオープンキャンパスを開き、たくさんの方々が参
加されました。初めてのオープンキャンパス開催がコロナ
禍という状況で、感染防止対策を徹底しました。来校の
際に看護師による検温と手指消毒、校内では数グループ
に分けて行動、使用した椅子等は人が入れ替わるごとに
消毒するなど、病院と同レベルの感染防止対策を行った
上での開催でした。
　密を避けるため7月開催（2回）は参加人数を制限し、8月
（2回）は参加人数を増やしてより多くの方々が参加できるよ
うにしました。参加人数は、各回23名～42名（保護者除く）

堺市・高石
市

紙おむつ給
付券

利用可

ペガサス大阪南看護学校（仮称）オープンキャンパス

で、4分の1が社会人でした。血圧測定や聴診などの看護技
術体験、ユニフォーム試着では、将来看護師になった姿を
想像でき大変好評でした。
　学校説明では、急性期から訪問看護・在宅療養まで幅
広い領域の看護を学べることや、それぞれの現場で活躍
する看護師から実践に基づいた教育を受けられることな
ど、ペガサスが運営する看護学校の魅力を伝えられたと思
います。参加者の皆様ならびにご協力頂いた皆様、ありが
とうございました。来年の4月には多くの参加者とお会いで
きますことを楽しみにしております。

第６２回馬場記念病院勉強会

演題❸「当院における心不全に対する集学的治療について」
　　　循環器科　桑木   恒
演題❹「当院における乳癌健診と治療について」
　　　外科　木下  春人

演題❶「新型コロナウイルス・パンデミック下の肺炎
　　　～COVID-19PCR検査施行例の症例報告～」
　　　呼吸器科　部長　高村  竜一郎
演題❷「地域連携パスの運用実績」
　　　リハビリテーション科　副院長　西尾  俊嗣

◆日時　令和２年９月3日　木曜日
◆場所　馬場記念病院　南館２Ｆ会議室



　神経内科の疾患は、原因が不明だったり治療法がまだ
確立されていなかったりすることが多いものです。しかし、
日々の診察では患者さまに病
状や最適な治療について理解
して頂けるように努力していま
す。親身になって診療にあた
り、一緒に患者さまの今後の
人生について考えていきたい
と思っています。まだまだ経験
は浅いですが、日々精進して
参りますのでどうぞよろしくお
願い致します。

  名村  仁志／神経内科
一人ひとりの患者さまに親身に寄り添い
診療にあたります。

SPECIAL 新任医師とともに地域の皆さまの安心の暮らしを守ります。

　新型コロナウイルスが流行し、患者さまの不安が増
す中、当院では全スタッフが感染防止対策を行いなが
ら全力で診療にあたっています。その中で当院に新し
く赴任し、日々診療に尽力している医師を紹介します。
今回は、腹腔鏡手術に力を入れている外科、難病の患
者さまも多く訪れる神経内科、内視鏡治療に力を入れ
ている消化器科に配属された医師4名です。それぞれ
の診療科で力を発揮し、地域の医療を支えられるよう
に努力します。

新しく外科、神経内科、消化器科に赴任した4人の医師の紹介
令和2年度 赴任医師紹介 コロナ対策の強化継続中①
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2
GARO〈作業所雅老〉でフェイスシールドを
制作し馬場記念病院などに提供。

安全な体温測定のため新システムを導入！
まだまだコロナ対策を強化中です。
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社会福祉法人 風の馬

　新型コロナウイルス感染が問題となり半年以上経過し、
感染のピークは過ぎたと言われています。当院では感染防
止対策のため、現在もすべての面会をお断りしている状態

です。患者さまやご家
族の皆さまにはご迷
惑をおかけしています。
　これまでは正面玄
関で全ての来院者に
対し、看護師が非接
触型体温計で検温を
していました。より安

全に行うため、7月10日より顔認証型検温システム2台を導
入しました。このシステムは、スマートフォンよりひと回り大

きなモニターに顔
を近づけると自動
的に検温が可能で
す。高さを変えて大
人や子ども、車椅
子の方でも顔認証
ができるようになっ
ています。システム

導入後も正面玄関にはスタッフが待機し、諸事情で顔認
証検温システムが使えない方に検温を行っています。
　現状ではまだ気を許すことはできません。地域、患者さ
まやご家族、職員を守るために新型コロナウイルス感染防
止対策の強化
を続けます。来
院される方々に
はご不便をおか
けしますが、ご
理解とご協力を
お願い致します。

　私は、内視鏡検査を得意としています。消化器科の医師
としてはまだまだ未熟ではありますが、患者さまやご家族
とのコミュニケーション大切に
して、丁寧な診察を行うことを
心がけています。病院のスタッ
フや地域の先生方と共に、患
者やさまやご家族にとってより
良い医療を提供できますよう
に、日々研鑽を積んでいきた
いと思っています。

  山本  一輝／消化器科
コミュニケーションを大切に丁寧な診療を
心がけています。

　私は、診療の中で患者さまとの信頼関係の構築を大切
にしています。患者さまに分かりやすく説明し、正しく丁
寧な医療を提供できるよう心がけております。そのために
もチーム医療、つまり一体化
した診療が実現できるように
努めていきたいと考えていま
す。外科医としてまだ未熟で
すが、患者さまファーストの
体制で診療に取り組み、同時
にジェネラリストを目標に最
善の医療を提供できるよう尽
力して参ります。どうぞよろし
くお願い申し上げます。

  佐久間  崇／外科
患者さまとの信頼関係を大切に
丁寧な診療を目指します。

　私は、腹部・消化器全般の診療を得意としており、日々
の診療にあたっています。医学の各分野は日々進歩して
います。日々の診療の中では、
最新のガイドラインに則って
患者さまに病状や治療につい
て、分かりやすい説明を行う
ことを心がけております。患
者さま一人ひとりに最適な治
療が提供できますように、自
分自身も努力していきたいと
考えています。

  中川  泰生／外科
わかりやすく説明し患者さまに
最適な治療を提供します。

　GARO〈作業所雅老〉では、馬場記念病院からの依頼
でフェイスシールドを制作しました。4月に緊急事態宣言
が出され、病院内のフェイスシールドが不足したため相談
を受けたことがきっかけです。普段のGAROでは、まつ毛
カーラーの袋詰め、子供用糊にフィルムカバーを被せる作
業など外部企業から依頼を受けています。透明フィルムや
頭に固定するゴム、クリップなど簡単に入手できる材料で
作るように工夫し、病院の施設用度課の協力を得ました。

GAROでは麻痺がある方も多く難しい作業もありました。
しかし、可能な範囲で役割分担し職員がサポートし、1日4
時間で100枚ほど制作しました。
　作業中は、利用者さんと職員のコロナ対策を徹底しま
した。利用者さんには自宅を出る際に検温を行い、施設
に入る際も非接触型体温計で検温をしました。また、飛
沫感染のリスクを減らすため対面で座らないようにして
マスク着用、手指消毒、換気などを行い、感染予防対策
を講じました。
　フェイスシールドは、手術室や病棟で患者さんと接する
際の感染予防に利用されて役立っているという話を聞い
ています。制作に携わった利用者の方々にとってやりがい
や誇りを感じられ、医療者とともにコロナウイルスから地
域を守っているという実感が持てる経験となりました。

第3弾

コロナ対策の強化継続中②

フェイスシールドで感染対策

顔認証型検温システムを導入

　GAROは、ペガサスの関連法人の社
会福祉法人風の馬に属し、就労継続
支援B型事業所と言われる、障害福祉
サービスを提供する施設です。病気で
障害を持った一般企業での就労が難
しい方が利用し、社会活動に参加する
機会を提供するための作業所です。生
きがいややりがいを求めている利用者
さんや、いずれは職場復職したいとい
う思いがある利用者さんを支援してい
ます。定員30名で、常時25名前後の方
が利用されています。

【GARO〈作業所雅老〉とは】




